
■３ 一字書・少字数の書 

 

書道では、一字の書を「一字書」、二字から数字までの作品を「少字数の書」と想定しています。 

 

１ 先生が見本を書いて下さることもあるのですが、それはすぐに捨てられてしまいます。 

体に残ったイメージだけを参考にして、書き始めます。 

     

                         

 

２ 字書を引いては書き、引いては書き…の連続です。 

 

 

３ 大きな硯で墨を磨ります。油煙墨や松煙墨など青墨も使用し、イメージする作品と墨色との調和を 

探ります。 

   

私たちに交じって見本を書いて下さる笹部先生。 



４ 様々な種類の大きな筆を使用しました。大きな筆を使いこなすのが、想像以上に難しいです。 

 

 

   

５ 床に敷いたカーペットの上で、それぞれ思い思いに書きます。 

カーペットいっぱいに紙や道具を広げ、立って書く人もいます。 

   

 

 

６ わーい！ 

 


